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 表2 農薬の検査項目及び検出限界（続き） 

農薬名 
検出限界 

（ppm） 
A B C D  農薬名 

検出限界 

（ppm） 
A B C D

フェノブカルブ 0.01 ○ ○ ○ ○  プロピザミド 0.01 - ○ ○ ○

フェリムゾン 0.01 ○ - - -  ヘキサフルムロン 0.01 ○ - - -

フェンアミドン 0.01 ○ ○ ○ -  ヘキシチアゾクス 0.01 ○ - - -

フェンクロルホス 0.01 ○ ○ ○ ○  ヘプタクロル（エポキシドを含む） 0.005 ○ - - -

フェンスルホチオン 0.01 ○ ○ ○ ○  ペルメトリン 0.01 ○ ○ - ○

フェントエート 0.01 ○ ○ ○ ○  ペンシクロン 0.01 ○ ○ ○ ○

フェントラザミド 0.01 ○ ○ ○ -  ベンゾフェナップ 0.01 ○ ○ ○ ○

フェンバレレート 0.01 - ○ ○ -  ベンダイオカルブ 0.01 ○ ○ ○ ○

フェンピロキシメート 0.01 ○ ○ ○ ○  ペントキサゾン 0.01 ○ - - -

フェンプロパトリン 0.01 - ○ ○ ○  ボスカリド 0.01 ○ ○ - ○

ブタフェナシル 0.01 ○ ○ ○ ○  ホスチアゼート 0.01 ○ ○ ○ -

ブタミホス 0.01 ○ ○ ○ ○  マラチオン 0.01 ○ ○ ○ ○

フラメトピル 0.01 ○ ○ ○ -  メタベンズチアズロン 0.01 ○ ○ ○ ○

フルシトリネート 0.01 - ○ ○ -  メトキシフェノジド 0.01 ○ ○ ○ ○

フルバリネート 0.01 - ○ ○ ○  メビンホス 0.01 ○ ○ ○ ○

フルフェナセット 0.01 ○ ○ ○ -  モノリニュロン 0.01 ○ ○ ○ -

フルフェノクスロン 0.01 ○ ○ ○ ○  ラクトフェン 0.01 ○ ○ - ○

フルリドン 0.01 ○ ○ ○ ○  リニュロン 0.01 ○ ○ ○ ○

プロシミドン 0.01 ○ ○ ○ ○  リンデン（γ-BHC） 0.002 ○ ○ ○ -

プロチオホス 0.01 ○ ○ ○ ○  ルフェヌロン 0.01 ○ ○ ○ ○

*1 A：こまつな、トマト、にんじん、パプリカ B：キャベツ、きゅうり、なす、レタス C：じゃがいも 

D：オレンジ、グレープフルーツ、パイナップル、バナナ、レモン 

*2 ○：実施、-：実施せず 

*3 DDTはp,p'-DDE、p,p'-DDD、o,p'-DDT及びp,p'-DDTの和 
 
 

【農薬解説】 

○アゾキシストロビン 

『アミスター』などの商品名で販売されている殺菌剤で、多くの菌類に対し強い抗菌効果があります。 

平成26年度に実施した検査において、アスパラガス（国内産）からも検出されました。 

○クロチアニジン 

『ダントツ』などの商品名で販売されている殺虫剤です。広範囲の害虫に対して効果があり、従来の殺虫
剤に耐性があるアブラムシ等に対しても効果があります。 

平成26年度に実施した検査において、トマト（市内産）やほうれんそう（国内産）からも検出されました。 

○クロルフェナピル 

『コテツ』などの商品名で販売されている殺虫剤です。多くの野菜に適用があり、従来の殺虫剤に耐性が
ある害虫に対しても効果があります。 

○シアゾファミド 

『ランマン』などの商品名で販売されている殺菌剤です。特にべと病や根こぶ病などに対して効果があり
ます。 

○フルフェノクスロン 

『カスケード』などの商品名で販売されている殺虫剤で、広範囲の害虫に対して効果があります。 

平成26年度に実施した検査において、ほうれんそう（国内産）からも検出されました。 

 

※参考文献 

・社団法人日本植物防疫協会, 農薬ハンドブック2011年版 
 
 

【 検査研究課 微量汚染物担当 】 
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感染症発生動向調査委員会報告 １０月 

 

 全数把握疾患  10月期に報告された全数把握疾患 

腸管出血性大腸菌感染症 16件 カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 3件 

腸チフス 1件 急性脳炎 4件 

エキノコックス症 1件 劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1件 

デング熱 2件 後天性免疫不全症候群（HIV感染症を含む） 1件 

レジオネラ症 7件 侵襲性肺炎球菌感染症 2件 

レプトスピラ症 1件 梅毒 2件 

アメーバ赤痢 6件 風しん 1件 

＜腸管出血性大腸菌感染症＞計16件の報告がありました。同一の原因による集団感染などはありません

でしたが、家族内感染が２件、HUSを発症したものが１件ありました。季節も移り変わり気温も低くなってき

ましたが、まだ報告もあり、引き続き注意が必要です。肉は十分に加熱（中心部まで75℃で1分間以上加

熱）し、食品はよく洗い新鮮な材料を使うなど予防対策が重要です。家庭内での2次感染予防では、手

洗いをしっかりと行い、下痢症状がある人は専用のタオルを使用し、トイレは常に清潔に掃除して、ドアノ

ブ・水洗レバー・電気のスイッチなど手の触れるところは、特に念入りにきれいにすることが大切です。 

＜腸チフス＞1件の報告がありました。渡航先（ミャンマー）での感染が推定されています。 

＜エキノコックス症＞１件の報告がありました。患者は以前北海道の牧場で勤務していたことがあり、北海

道での感染が推測されています。国の感染症サーベイランスシステム（NESID）で検索できる2006年以降

では、横浜市で届出があったのは初めてです。 

＜デング熱＞2件（海外感染例1件、国内感染例1件）の報告があり、国内例では明治神宮で蚊に刺された

エピソードがありました。横浜市内の医療機関からは、10月24日までの時点で8件の国内感染例の届出

（うち2件は市外在住）があり、すべて都内での感染が疑われていました。全国では2014年8月に都内公

園で感染したと推定される症例が報告されて以来、計159名の国内感染例が報告されていますが、10月

７日に発症した東京都の症例以降報告はありません。デング熱は通常3～7日の潜伏期の後、急激な発

熱で発症し、発疹、頭痛、骨関節痛、吐気・嘔吐などの症状が出現します。デング熱の詳細な所見、診

断方法や治療法については「デング熱診療ガイドライン（第１版）について（厚生労働省）」を参照してく

ださい。 

＜レジオネラ症＞肺炎型7件の報告がありました。現在感染経路等調査中です。 

＜レプトスピラ症＞1件の報告がありました。西表島での水系感染が推定されています。 

＜アメーバ赤痢＞腸管アメーバ症6件の報告がありました。 

＜カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症＞平成26年9月19日から五類感染症になりました。3件の届

出があり、1件は胆管炎の症例で胆汁からE.aerogenes、もう1件は皮膚炎で真皮層からK.oxytoca、残るも

う1件は肺炎で喀痰からE.cloacaeが検出されています。いずれもMEPM耐性でした。 

＜急性脳炎＞4件の報告（生後13日、1ヶ月、4ヶ月、1歳10ヶ月児）がありました。病原体検索中です。この4

件の疫学的なつながりは確認されていません。2014年は、10月24日までに既に14件の報告があります。

2013年5件、2012年8件、2011年7件と、過去3年間と比べてやや報告が多くなっており注意が必要です。 

＜劇症型溶血性レンサ球菌感染症＞60歳代女性の報告が1件あり、血清型はA群でした。感染原因感染

経路は不明です。 

＜後天性免疫不全症候群（HIV感染症を含む）＞無症状病原体保有者1件の報告があり、国内での同性

間性的接触による感染でした。 

＜侵襲性肺炎球菌感染症＞2件の報告（70歳代、50歳代）があり、ともに予防接種歴は確認できませんで

した。 

＜梅毒＞早期顕症梅毒Ⅰ期1件、無症候期1件の報告があり、ともに国内の異性間性的接触による感染で

す。 

＜風しん＞30歳代男性の臨床診断例（予防接種歴無し）が1件ありました。 

≪今月のトピックス≫ 
 腸管出血性大腸菌感染症の報告が多い状況が継続しています。 

 今シーズン初の学級閉鎖（小学校）があり、インフルエンザ A 香港型が検出されています。 
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２ 病原体定点からの情報 

市内の病原体定点は、小児科定点：8か所、インフルエンザ（内科）定点：3か所、眼科定点：1か所、基

幹（病院）定点：4か所の計16か所を設定しています。 

検体採取は、小児科定点とインフルエンザ定点では定期的に行っており、小児科定点は9か所を2グ

ループに分けて毎週1グループで実施しています。また、インフルエンザ定点では特に冬季のインフル

エンザ流行時に実施しています。 

眼科と基幹定点では、検体採取は対象疾患の患者から検体を採取できたときにのみ行っています。 

 

＜ウイルス検査＞ 

10月に病原体定点から搬入された検体は、小児科定点37件、基幹定点5件で、眼科定点1件、定点

外医療機関からは7件でした。 

11月7日現在、表に示した各種ウイルスの分離株8例と遺伝子18例が同定されています。 

表 感染症発生動向調査におけるウイルス検査結果（10月） 

臨床症状 

 

 

分離・検出ウイルス 

上

気

道

炎 

下

気

道

炎 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

Ｒ
Ｓ
感

染

症 

伝

染

性

紅

斑 

発

疹

症 

敗

血

症 

アデノ NT 
       

3       

インフルエンザ AH3型 
  1     

       

パラインフルエンザ 1型 
       

1       

パラインフルエンザ 2型 
2 2 1    1 

       

パラインフルエンザ 4型 
       

 1      

RS 
       

1 2  1    

ヒトパルボ B19 
       

    2   

ライノ 
       

1 1      

コクサッキー A6型 
       

     1  

コクサッキー A21型 
       

1       

エコー 11型 
       

      1 

エコー 25型 
       

 1      

パレコ NT 
       

      1 

パレコ 3型 
      1 

       

合計 
2 2 2    2 

7 5  1 2 1 2 

上段：ウイルス分離数／下段：遺伝子検出数、NT：未同定 

【 検査研究課 ウイルス担当 】 
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＜細菌検査＞ 

10月の感染性胃腸炎関係の受付は、基幹定点から4件、その他が14件で、腸管出血性大腸菌

（O157:H7、O157:H-、O145:H-、O103:H2）、チフス菌、Campylobacter jejuni が検出されました。チフス

菌はミャンマーへの渡航者から検出されました。小児科定点からはありませんでした。 

その他の感染症は小児科からが6件、基幹定点から4件、その他が15件でした。A群溶血性レンサ球

菌T22型は劇症型レンサ球菌感染症患者由来でした。 

表 感染症発生動向調査における細菌検査結果（10月） 

感染性胃腸炎 

 検査年月 10月 2014年1月～10月 

 定点の区別 小児科 基幹 その他* 小児科 基幹 その他*

 件 数 0 4 14 4 77 116 

 菌種名       

 赤痢菌     1 1 

 腸管病原性大腸菌     1  

 腸管出血性大腸菌   13  1 88 

 腸管毒素原性大腸菌     3  

 腸管凝集性大腸菌     1  

 チフス菌  1   1  

 サルモネラ     25 7 

 カンピロバクター   1 1  4 

 NAGビブリオ      1 

 不検出 0 3 0 3 44 15 

その他の感染症 

 検査年月 10月 2014年1月～10月 

 定点の区別 小児科 基幹 その他* 小児科 基幹 その他*

 件 数 6 4 15 37 35 168 

 菌種名       

 A群溶血性レンサ球菌 T1 1   3  2 

  T4 2   9   

  T6    6   

  T9      1 

  T11    1   

  T12    6   

  T22   1   1 

  T B3264    2   

  型別不能    3  1 

 B群溶血性レンサ球菌     4 18 

 D群溶血性レンサ球菌      2 

 G群溶血性レンサ球菌      3 

 メチシリン耐性黄色ブドウ球菌  4   19 2 

 Legionella pneumophila   1   8 

 インフルエンザ菌   1   8 

 肺炎球菌   2 1  69 

 Neisseria meningitidis      1 

 黄色ブドウ球菌 1   1   

 結核菌      4 

 百日咳     1  

 その他     10 6 

 不検出 2 0 10 5 1 42 

＊：定点以外医療機関等（届出疾病の検査依頼） 

T（T型別）：A群溶血性レンサ球菌の菌体表面のトリプシン耐性T蛋白を用いた型別方法 

 

【 検査研究課 細菌担当 】 
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衛生研究所WEBページ情報 

横浜市衛生研究所ホームページ（衛生研究所WEBページ）は、平成10年3月に開設され、感染症情報、

保健情報、食品衛生情報、生活環境衛生情報等を提供しています。 

今回は、平成26年10月のアクセス件数、アクセス順位、電子メールによる問い合わせ、WEB追加・更新

記事について報告します。 

なお、アクセス件数については市民局広報課から提供されたデータを基に集計しました。 

1 利用状況 

（1） アクセス件数 （平成26年10月） 

平成26年10月の総アクセス数は、133,077件でした。主な内訳は、感染症情報センター66.9％、食品衛

生5.1％、保健情報8.2％、検査情報月報4.8％、生活環境衛生2.9％、薬事0.8％でした。 

（2） アクセス順位 （平成26年10月） 

10月のアクセス順位

（表1）は、第1位が「ク

ロストリジウム-ディフィ

シ ル 感 染 症 に つ い

て」、第2位が「B群レン

サ球菌（GBS）感染症

について」、第3位が

「衛生研究所トップペ

ージ」でした。 

 

10月の総アクセス数

は、前月に比べ3％ほ

ど減少しました。今月

の1位は、「クロストリジ

ウム-ディフィシル感染

症について」が入りました。2位の「B群レンサ球菌（GBS）感染症について」と共に、最近のアクセス順では

高頻度に上位となり、関心の高さが伺えます。クロストリジウム-ディフィシル感染症は、老人や免疫機能が

低下している人たちに多く発生します。また、B群レンサ球菌（GBS）感染症は、健康な妊娠・出産のために

注意したい感染症の一つです。6位に「インフルエンザワクチンについて」が入りました。今シーズン初めて

市内の小学校でも学級閉鎖が発生しており、インフルエンザの予防に対する注意が必要です。 

 

「クロストリジウム-ディフィシル感染症について」に関連する情報 

http://www.city.yokohama.lg.jp/kenko/eiken/idsc/disease/clostridium1.html 

 

「B群レンサ球菌（GBS）感染症について」に関連する情報 

http://www.city.yokohama.lg.jp/kenko/eiken/idsc/disease/gbs1.html 

 

「衛生研究所トップページ」に関連する情報 

http://www.city.yokohama.lg.jp/kenko/eiken/index.html 

表1 平成26年10月 アクセス順位 

順 

位 
タイトル 件数

1 クロストリジウム-ディフィシル感染症について 4,408

2 B群レンサ球菌（GBS）感染症について 4,293

3 衛生研究所トップページ 3,183

4 死亡率・致死率（致命率）・死亡割合について 2,965

5 EBウイルスと伝染性単核症について 2,700

6 インフルエンザワクチンについて 2,666

7 サイトメガロウイルス感染症について 2,535

8 横浜市感染症情報センター 2,310

9 感染症発生状況 2,190

10 
2003年（平成15年）～2014年（平成26年）の「第○○週」

と日付との対応表 
2,100

データ提供: 市民局広報課 
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（3） 電子メールによる問い合わせ （平成26年10月） 

平成26年10月の問い合わせは、5件でした（表2）。 

表2 平成26年10月 電子メールによる問い合わせ 

内容 件数 回答部署 

感染症パンフレットの利用について 

横浜市内で届けられたエキノコックス症例について 

リンク許可のお願い 

リンク先掲載のお願い/BMI計算 

りんご病の保育園の対応について 

1 

1 

1 

1 

1 

感染症・疫学情報課 

健康安全課健康危機管理担当 

感染症・疫学情報課 

感染症・疫学情報課 

感染症・疫学情報課 

 

 

2 追加・更新記事 （平成26年10月） 

平成26年10月に追加・更新した主な記事は、13件でした（表3）。 

表3 平成26年10月 追加・更新記事 

【 感染症・疫学情報課 】 

掲載月日 内容 備考 

10月 1日 ◆パンフレット◆ 水痘（みずぼうそう）はワクチンで予防！ 更新 

10月 1日 感染症に気をつけよう（10月号） 掲載 

10月 1日 平成26年 熱中症情報 掲載 

10月 1日 2013年度（平成25年度）がん検診区別実績 掲載 

10月 8日 ネパールのこどもの定期予防接種について 更新 

10月10日 2013年度（平成25年度）がん種別・区別グラフ 掲載 

10月15日 ナイジェリアのこどもの定期予防接種について 掲載 

10月16日 朝鮮民主主義人民共和国のこどもの定期予防接種について 掲載 

10月20日 平成26年度蚊媒介感染症サーベイランス結果【速報版】 更新 

10月21日 セネガルのこどもの定期予防接種について 掲載 

10月23日 チクングニヤ熱について 更新 

10月31日 ◆パンフレット◆ 成人の肺炎球菌感染症はワクチンで予防！ 掲載 

10月31日 平成26年度蚊媒介感染症サーベイランス結果【速報版】 更新 


